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八郎潟干拓地における湛水直播の整地方法と

発芽ならびに初期生育

嶽　石　　　進・須　藤　孝　久

（秋田県農試）

1．ま　え　が　き

八郎潟干拓事業もいよいよ完成に近づき，中央干拓地

では新しい村造りが盛んに行なわれており．第一次入植

者も昭和42年秋には入植する予定である。営農形態は当

面，水稲単作とし，しかも大型機枕による直播方式が中

心課題になっている。

しかし，干陸初期の埴賀土壌はまだ理化学的に不安定

なた軌湛水直播の発芽，甫立はきわめて不良な場合が多

い。したがって，苗立の安定を図る目的で昭和41年に八

郎潟中央干拓地A－5素材試験圃場で整地方法の差異と

苗立ち．初期生育等の関係について検討した。

2．試　験　方　法

1．供試圃場：昭和39年秋に干陸し，次いで40年秋に

雑草の除去と用，排水路の整備を終えた。地下水が高い

ため土壌の乾燥の進まない埴土である。極表層は酸化的

であるが，ほぼ5～7e訊以下は殆んと変化が見られな

い。また18e花前後には約10C爪の厚さに貝がらがかなり密

に存在している。pHが高く，塩分も40～80呵％程度を

含む。

2，試験区および処理法：第1表のとおりであるが．

極浅桝にしたのは下層の未熟な土壌の混入をさけるため

である。また一時落水後の潅水は播種直前に行なった。

3．その他の耕種概要

供試品種：さわにしき，播種様式：散播，播種量：α

当り1物，施肥量：魚肥料，潅漑法：掛流し潅胤1区

面培および連制：1区487㌔，2連制

3．試験結果と考察

1．苗　立　ち

苗立ちの良否については第2表に示したが．謡当り苗

立教は耕起代掻落水区がやゝ優っている。全苗立教をほ

ゞ正常な個体（良苗）と定着が不良で葉数も不足してい

る不良個体（不良苗）に分けてみると．良苗が不良百よ

第1表　　試験区　お　よ　び　処理法

第　2表　　首　　立　　の　　良　　否

項

甫

良 苗

実 実 数

注　①　播種後27日調査

②　不良苗は定着が不良で乗数も不足のもの
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第　3　衰　　生育な　らびに発根状況
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江．播種後45日調査

りも少ないものは不耕起区だけであり，その他はいずれ

も良常数が多い。不良帯革は不耕起区が最も高く，次い

で整地・無代掻区＞耕起・代掻区＞耕起・代掻落水区の

順を示した。

この関係を播種床の状態と擾初期の生育との点からみ

ると，不耕起区は田面の高低，雑草の繁茂が著しいた

め，根の土中伸長がきわめて悪く．転び苗が多発した。

（本／m2）

（月・U）6．20　　6．30　　7．10　　7．20　　　成熟期

第1図　茎　数　の　推　移

したがって生育は全般に不揃であって，しかも遅延傾向

が認められた。整地・無代掻区では砕土が不充分であっ

たため，3C耽以上の土塊が50％程度に逢した。このため間

喋に播種されたものは発芽がきわめて不良なことが観察

された。また土塊が大きく整地も不完全であったことか

ら，定着部位の不斉などの影響も大きいようにみられ

た。耕起・代掻区では千陸当初の埴質土壌における過度

の土壌擾拝はかえって遊浄化を助長するため．極浅耕

とし，代掻も田面を均す程度の簡略化したことから極端

な遊泥は認められなかった。しかし，田面の軟いところ

では種板の埋没も見られたが，苗立個体の生育は割合に

揃っていることが認められた。さらに代掻後に落水した

区ではこれらの中で田面の均平が比較的よく行なわれ，

かつ適度の硬さがえられたことなどからも揃っており，

菜数も優った。

2．苛立後の生育

苗立後の生育ならびに発根状況については第3表に示

したとおりである。播種後45日日の調査によると地上

敵地下部の生育とも，代掻区が優り，不耕起区ではか

なり劣ることが認められる。特に乗数では代掻区に比べ

不耕起で1．2葉，整地・無代掻区で0・7葉の差がみられ．

また総根数においても耕起・代掻・落水区に比べ，不耕

起区が60％，整地・無代掻区では70％程度にとどまって

第4表　土壌のpH，Eh6，電気伝導度の変化
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いる。乾物重についても同様の憤向が認められ，発根状

況にも明らかな差異がみられる。

諺当り茎数の推移については第1図に示したが，整地

方法による差が明らかである。不耕起区は割合に緩慢な

増加経過を示しているが，代持したものは極めて旺盛で

あって，耕起・代掻・落水区の茎数が最も多く経過して

いる。整地・無代掻区ではその中間的な増加経過を示し

ている。

したがって，これらからみると苗立状態の良否が酋立

後の生育におよはす影響の大きいことを示しているもの

と考えられる。

3．土壌の理化学性の変化

土壌の理化学性におよばす代掻の有無の影響を知るた

め，土壌のpIi．Eh，電気伝導度等について測定した結

果は第4表に示したとおりである。

pH：八郎潟干拓地の一般的な傾向は干陸初期の砂質

土壌では急激な酸性化がみられるが，埴質土壌ではその

変化が極めて緩慢なことが知られている。本館場ではい

ずれもほぼ中性であって，整地方法による差異あるいは

時期的変化は認められない。

Eh：播種時から2週間位までは，ほぼ200－300mv

であって．代掻区が若干低目の傾向を示すが，播種後1

カ月位にはいずれも100mv前後に低下する。Ehが当初

から低いこと，しかもその低下が比較的大きいことは発

芽，苗立におよはす影響の大きいものと考えられる。

電気伝導度：干拓地土壌は一般に過剰塩項を含有して

いるため生育阻害も見られる。含塩度の括標として電気

伝導度を測定したが，全体的には1．3～2．1mvであっ

た。時期的変化を畢若干みられるが，しかし代操の有無に

よる差異は認められない。また，これに関連し，田面水

の塩素渡度は潅漑水に割合に良質なものが得られたこと

から，200～400ppm程度であった。したがって潅漑

水中の塩分による影響は少なかったものと考えられる。

4．む　　す　　び

干陸初期の埴貿干拓田において湛水直播の整地方法と

発芽，初期生育について検討した結果．発芽，苗立ちに

は整地方法の差が明らかに認められ．耕起・代掻・落水

区が最も優り，不耕起あるいは無代操ではかなり劣るこ

とが認められた。

しかし，代操の有無による土壌の理化学性の変化を知

るため，pH，Eh，電気伝導度等について測定したが，

区間に明らかな差異が認められなかった。

したがって，本試験における苗立ち，初期生育の良否

は主として播種床の機械的な安定性，すなわち，田面の

精粗，遊派の多少，埋没の有無，雑草の発生等の良否に

よるものとr考察した。また代掻・落水により播種床の条

件の良くなったことが苛立ちを最も良くしたものと考え

られるが，今後土壌の乾燥程度と機械作業との関連から

この間題の検討が必要であろう。


